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オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー

with コロナ 
未 来 の 医 療 を 創 る 君 へ

助成事業

　医療に関心のある高校生を対象に、大学病院の医師らが専門分野について語るオン
ラインセミナー「Ｗｉｔｈコロナ 未来の医療を創る君へ」（読売新聞社主催）が、2020 年
９月下旬から１０月上旬にかけて開催されました。最前線の新型コロナ治療から再生医
療、ＡＩ（人工知能）まで様々なテーマの講義に、国内外から約 1700 人の生徒が参加し
ました。新型コロナウイルスの影響を受けて、大学病院の現場に密着する「高校生向け
医療体験プログラム」の実施が見送られ、その代わりに行われました。

東北大学東京医科歯科大学 大阪大学 順天堂大学 長崎大学



東
京
医
科
歯
科
大
学

現
場
の
リ
ア
ル
初
公
開

　

医
療
者
へ
の
感
染
の
恐
れ
も
あ
る

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
、
ど
う
対
応
し
た

の
か
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
４

人
の
医
師
が
、初
公
開
と
い
う
病
棟
の

動
画
を
使
い
、医
療
者
し
か
知
ら
な
い

現
場
を
リ
ア
ル
に
伝
え
た
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
植
木
穣
医
師

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
室
長
）

は
、「
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
ど
の
よ

う
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
か
？
」
の
題
で
講
義
し
た
。

　

政
府
専
用
機
で
帰
国
し
た
人
の
収

容
施
設
（
千
葉
県
）
へ
、病
院
と
し
て

５
人
の
職
員
を
派
遣
し
医
療
支
援
に

あ
た
っ
た
際
は
ウ
イ
ル
ス
の
情
報
が
少

な
く
、「
初
め
て
で
ど
う
し
て
良
い
か

分
か
ら
な
か
っ
た
」「
感
染
への
恐
怖
が

あ
っ
た
」
な
ど
、
現
場
で
戸
惑
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

病
院
と
し
て
も
最
初
は
混
乱
し
た

が
、
２
月
か
ら
「
対
策
会
議
」
を
開

い
て
情
報
の
共
有
を
図
り
、
院
内
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
も
確
立
。３
月
に

は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
受
け
て
、
感
染
者
の

受
け
入
れ
準
備
を
本
格
化
さ
せ
、「
人

の
配
置
」「
物
の
調
達
」「
場
所
の
確

保
」
を
大
学
全
体
で
進
め
た
と
説
明

し
た
。

　

集
団
感
染
が
発
生
し
た
ク
ル
ー
ズ

船「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

に
派
遣
さ
れ
た
落
合
香
苗
医
師
は
、

重
症
患
者
の
治
療
を
解
説
し
た
。
防

護
服
を
着
脱
す
る
動
画
を
見
せ
な
が

ら
「
着
る
と
き
よ
り
（
感
染
の
可
能

性
の
高
い
）脱
ぐ
と
き
の
方
が
緊
張
す

る
」と
心
境
を
語
っ
た
。
肺
の
機
能
を

代
行
す
る
体
外
式
膜
型
人
工
肺
（
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
＝
エ
ク
モ
※
）
の
治
療
法
な
ど

を
示
し
、現
場
で
様
々
な
職
種
が
連
携

す
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
重
症
患

者
の
死
亡
率
は
、
大
学
病
院
で
の
全

国
平
均
の
約
20
％
を
大
き
く
下
回
る

13
・
３
％
と
な
って
い
る
と
述
べ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
も
リ
モ
ー
ト

　

全
身
の
力
が
抜
け
て
歩
行
は
困

難
、
頭
を
自
分
で
支
え
ら
れ
な
い
患

者
を
３
人
が
か
り
で
ベッ
ド
か
ら
車
い

す
へ
移
動
さ
せ
る
―
―
。重
症
患
者
の

回
復
期
の
動
画
を
見
せ
た
酒
井
朋
子

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
長
は
「
人
工

呼
吸
器
や
エ
ク
モ
を
装
着
し
た
患
者

は
、退
院
し
て
す
ぐ
に
は
普
段
の
生
活

に
戻
れ
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
で
患
者
と
医
療
者
の
距

離
が
「
密
」
に
な
る
と
、
感
染
リ
ス

ク
は
高
ま
る
。
病
院
側
は
「
密
」
の

機
会
を
減
ら
そ
う
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
「
ｉア

イ

パ

ッ

ド

Ｐａ
ｄ
」
を
導
入
し
、
会

話
な
ど
を
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
酒
井
部
長
は
「
家
族
と
面
会

で
き
ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
患
者

は
、話
を
し
な
が
ら
体
を
動
か
す
と
元

気
に
明
る
く
な
る
」
と
リ
ハ
ビ
リ
に
お

け
る
心
理
的
な
効
果
も
強
調
し
た
。

　

病
院
長
補
佐
の
若
林
健
二
医
師

は
、２
月
中
旬
頃
か
ら
院
内
感
染
と
い

う
「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
」
を
想
定
し
、

患
者
受
け
入
れ
体
制
を
段
階
的
に
強

化
し
た
舞
台
裏
を
話
し
た
。「
多
職
種

の
連
携
」
を
呼
び
か
け
、
看
護
師
不

足
が
懸
念
さ
れ
た
際
は
、
集
中
治
療

室
の
掃
除
を
手
の
空
い
た
医
師
が
行
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
た
。

自
身
の
学
生
生
活
の
話
も
交
え
「
物

事
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
あ
き
ら
め
ず

に
工
夫
と
協
力
を
す
る
こ
と
で
セ
カ
ン

ド
ベ
ス
ト
を
目
指
せ
る
」
と
語
っ
た
。

チ
ャ
ッ
ト
で
質
問
40
件

　
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
ウ

ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
、
講
義
や
医
療

現
場
の
動
画
を
大
学
な
ど
か
ら
参
加

者
限
定
で
配
信
し
た
。
生
徒
た
ち
は

自
宅
や
教
室
な
ど
か
ら
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
って
、医
師
ら
に
質
問
を
送
っ
た
。

　
文
章
を
打
ち
込
む
チ
ャッ
ト
機
能
で

受
け
付
け
た
東
京
医
科
歯
科
大
学
に

は
、
約
40
件
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
中
の
郁

文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
（
東
京
）
の
２

附
属
病
院

コ
ロ
ナ
医
療
最
前
線チ

ー
ム
医
療
で
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
挑
む

ダイヤモンド・プリンセス号での活動を説明する落合香苗医師

司会の宇山講師の問いかけに応じる生徒

エクモ
呼吸不全や心不全の重症患者に使
う生命維持装置で、「体外式膜型人
工肺」と呼ばれる。英語の略称はＥ
ＣＭＯ（Extracorporeal membrane 
oxygenation）。自力で呼吸できない
患者の血液を体外に取り出し、人工
肺で酸素を入れ、二酸化炭素を除去
して体内に戻す。空気や酸素を肺に
送る人工呼吸器とは異なる。

リハビリを紹介する酒井朋子部長

植木穣医師都立戸山高校（東京）＝学校提供

年
生
が
、「
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
患
者

や
そ
の
家
族
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
落
合
香
苗
医

師
は
「
重
症
病
棟
で
は
毎
日
家
族
に

電
話
し
て
、そ
の
日
の
状
況
や
今
後
の

予
定
な
ど
を
逐
一
知
ら
せ
て
い
ま
し

た
」
と
答
え
た
。

　
ま
た
、
司
会
の
宇
山
恵
子
特
任
講

師
が
、
学
校
の
教
室
に
集
ま
っ
た
仙
台

第
二
高
校
（
宮
城
）
の
生
徒
に
「
講

義
が
楽
し
か
っ
た
人
は
手
を
挙
げ
て
」

と
呼
び
か
け
る
と
、
一
斉
に
手
が
挙
が

っ
た
。

若林健二医師 酒井部長
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坂口詩織・診療看護師 臨床工学部・南茂技士長渋谷教育学園渋谷高校（東京）＝学校提供臨床工学部・松本猛志技士

大
阪
大
学

利
他
の
心 

進
歩
の
原
点

　
心
臓
の
再
生
医
療
で
最
先
端
を
走

る
大
阪
大
学
は
、
心
臓
血
管
外
科
の

澤
芳
樹
教
授
と
同
科
の
看
護
師
、
臨

床
工
学
部
の
臨
床
工
学
技
士
の
４
人

が
、治
療
の
最
前
線
の
様
子
や
医
療
の

未
来
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
道
の
た

め
」。
澤
教
授
は
医
療
に
携
わ
る
上
で

必
要
な
心
得
と
し
て
、幕
末
の
医
師
・

緒
方
洪
庵
の
言
葉
を
紹
介
し
た
。
洪

庵
は
、
同
大
医
学
部
の
ル
ー
ツ
と
な
る

私
塾
を
開
き
、
当
時
最
新
の
西
洋
医

学
で
天
然
痘
や
コ
レ
ラ
か
ら
多
く
の
人

を
救
っ
た
。「
医
師
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

い
う
一
念
が
、
新
し
い
医
療
の
地
平
を

切
り
開
い
て
き
た
」と
歴
史
を
振
り
返

っ
た
。

　
澤
教
授
ら
研
究
チ
ー
ム
は
２
０
２
０

年
１
月
に
、人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工

多
能
性
幹
細
胞
）
か
ら
作
成
し
た
心

筋
の
細
胞
シ
ー
ト
を
、重
い
心
臓
病
患

者
へ
移
植
す
る
手
術
に
世
界
で
初
め

エ
ン
ジ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
。
南
技
士

長
は
「
専
門
知
識
と
高
い
集
中
力
が

て
成
功
し
た
。「
２
０
３
０
年
ま
で
に

は
、
再
生
医
療
や
ゲ
ノ
ム
医
療
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
医
療
支
援
が
本
格
化
す
る
。そ

こ
で
活
躍
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
君
た
ち

の
中
に
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
同
大
学
病
院
の
診
療
看
護
師
・
坂

口
詩
織
さ
ん
は
、補
助
人
工
心
臓
を
つ

け
た
患
者
の
感
染
予
防
や
機
器
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
病
棟
の
一
日
を
紹
介
し
た
。

医
師
の
不
在
時
で
も
、
一
部
の
特
定

の
処
置
が
出
来
る
診
療
看
護
師
は
国

内
で
ま
だ
約
５
０
０
人
だ
が
、「
看
護

と
治
療
の
両
方
の
視
点
か
ら
患
者
さ

ん
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、

離
島
な
ど
の
医
師
の
少
な
い
医
療
現

場
で
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
」と

展
望
し
た
。

　
臨
床
工
学
部
の
南
茂
技
士
長
と
松

本
猛
志
技
士
は
、
治
療
に
使
う
装
置

の
仕
組
み
や
医
療
現
場
で
の
仕
事
ぶ

り
を
動
画
を
交
え
て
紹
介
。
臨
床
工

学
技
士
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
に
使

う
エ
ク
モ
や
人
工
呼
吸
器
、補
助
人
工

心
臓
な
ど
、
高
度
な
生
命
維
持
装
置

の
操
作
や
維
持
管
理
を
行
い
、「
命
の

秋田県立秋田高校では、10人の生徒が大阪大セミナーを受講した（学校提供）

心
臓
血
管
外
科

長
時
間
求
め
ら
れ
る
が
、
や
り
が
い
は

大
き
い
」
と
語
っ
た
。

高
度
先
進
医
療
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

大
阪
大
学
心
臓
血
管
外
科
の
１
日

■
私
は
不
器
用
で
新
し
い
こ
と
に
対

応
す
る
の
が
苦
手
。先
進
医
療
に
対

応
で
き
る
か
ど
う
か

岡
山
学
芸
館
高
校（
岡
山
）１
年
生

●
澤　
医
療
と
は
、助
け
を
求
め
て
い

る
人
を
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
始
ま
る
。困
っ
て
い
る
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

強
く
持
つ
こ
と
が
全
て
。不
器
用
と
か

は
関
係
な
い
。そ
の
上
で
、医
療
従
事

者
に
は
様
々
な
職
種
が
あ
る
か
ら
、適

性
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
と
い
い
。

■
普
段
か
ら
、ど
う
死
に
向
き
合
っ
て

い
る
か�

巣
鴨
高
校（
東
京
）２
年
生

●
澤　
仕
事
と
し
て
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、ク
ー
ル
に
割
り
切
る
側
面
が
必

要
。そ
う
で
な
い
と
手
術
は
出
来
な

い
。常
に
死
と
直
面
し
な
が
ら
、一
つ

の
命
を
救
う
た
め
自
分
の
能
力
の
す

べ
て
を
出
し
切
り
限
界
に
挑
む
。救
え

な
か
っ
た
時
は
、そ
の
残
念
な
思
い
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
な
い
で
い
く
。そ
れ
も
医
療

者
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

■
診
療
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校（
千
葉
）１
年
生

●
坂
口　

何
度
も
入
退
院
を
繰
り

返
す
患
者
さ
ん
が
い
て
、
看
護
師
と

し
て
も
っ
と
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
セ
ミ
ナ
ー

で
診
療
看
護
師
の
存
在
を
知
り
、
大

学
院
を
目
指
し
た
。
大
学
院
と
病
院

の
仕
事
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
が
、

仕
事
の
領
域
が
広
が
り
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。
看
護
師
に
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

■
医
療
機
器
開
発
に
携
わ
り
た
い
。

心
構
え
は�

立
命
館
高
校（
京
都
）３
年
生

●
南　
求
め
ら
れ
る
医
療
機
器
は
、

使
い
や
す
く
、な
る
べ
く
患
者
さ
ん
の

体
に
負
担
を
か
け
な
い
も
の
。ミ
ス
を

引
き
起
こ
し
に
く
い
デ
ザ
イ
ン
が
い

い
。そ
の
た
め
に
、臨
床
を
把
握
し
、医

療
チ
ー
ム
と
共
に
機
器
を
開
発
し
て

い
こ
う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
。

大 阪大学心臓血管外科は、一般の医療機関では治療の難
しい重症患者を受け入れています。

　高校生向け医療体験プログラムに参加する生徒には、補助
人工心臓の手術など治療現場を見てもらいます。生徒に問うの
は、「医師たちの姿を見て、何を感じますか」ということです。
　最先端の手術をするだけでなく、移植を待つ患者を励まし、
小児患者の母親の不安に寄り添う。そこにはドラマにはない、
懸命に命と向き合う医師の姿があります。
　医師は、患者の死に直面しても、悲嘆を乗り越え、次の治療
に向かわなければなりません。医師を支えるのは、患者の笑顔
が見たい、と願う強い気持ちです。コロナ禍でも、１００年後で
も、これは変わらないでしょう。

　この揺るぎない気持ちを持てますか？　
次代の担い手に、そう問い続けていきた
いと思っています。

澤 芳樹 大阪大心臓血管外科教授

２００９年、国内初の心肺同時移植手術を執刀。重い
心臓病患者へ、細胞シートを移植する再生医療の第一
人者で、2020年１月にはｉＰＳ細胞を使った世界初の
移植手術に成功した。紫綬褒章受章。６５歳。

患
者
の
笑
顔 

願
う
心（上下とも）大阪大学心臓血管外科が2019年夏に行った高校生向け医

療体験プログラムの様子
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順
天
堂
大
学

対
話
重
ね 

信
頼
構
築

　
一
連
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
学
校
単
位

の
申
し
込
み
が
約
40
校
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
金
沢
市
の
県
立
金
沢
泉い

ず
み

丘が
お
か

高

校
は
医
学
部
志
望
の
生
徒
向
け
勉
強

会
と
し
て
参
加
し
、10
月
３
日
に
行
わ

れ
た
講
義
に
は
26
人
が
参
加
し
た
。

　
「
医
師
は
患
者
と
密
に
接
す
る
。
先

生
は
患
者
の
心
、人
間
の
心
に
つ
い
て
、

ど
う
お
考
え
で
す
か
」

　
３
年
生
の
男
子
生
徒
は
順
天
堂
大

学
の
天
野
篤
教
授
に
質
問
し
た
。
小

学
生
の
頃
か
ら
「
心
」
に
関
心
を
抱

き
、
医
師
を
志
す
理
由
に
も
な
っ
た
。

心
臓
手
術
で
有
名
な
天
野
教
授
に
尋

ね
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
天
野
教
授
は
「
今

の
質
問
も
、
思
い
を
全
て
伝
え
ら
れ

た
と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
」
と
し
た

上
で
、「
同
じ
よ
う
に
患
者
は
、自
分

の
思
い
が
医
師
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
不

安
を
持
っ
て
い
る
。
医
師
は
患
者
の
言

葉
を
引
き
出
し
、
思
い
を
探
ら
な
い

と
い
け
な
い
。
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

し
い
抗
が
ん
剤
の
開
発
な
ど
、皆
さ
ん

が
胸
を
躍
ら
せ
る
よ
う
な
医
療
が
た

く
さ
ん
待
っ
て
い
る
。
講
義
を
聞
い
て

い
る
人
の
中
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」と
語

っ
た
。

　
求
め
ら
れ
る
資
質
に
つ
い
て
は
「
医

学
部
受
験
は
自
分
の
た
め
の
努
力
だ

が
、そ
の
先
は
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
の

た
め
に
努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、
医
師
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
強
調
。
安
楽
死

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
明
日
、
新

し
い
治
療
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
希
望
を
捨
て
ら
れ
る
か
ど

う
か
だ
」と
話
し
、「
先
に
光
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
の
が
医
師
の
役

目
だ
と
僕
は
思
う
。違
う
か
な
？
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
で
よ
く
考
え
て
下
さ
い
。

非
常
に
重
要
な
問
題
だ
か
ら
ね
」と
問

い
か
け
た
。

　
自
身
も
２
児
の
父
で
あ
り
、「
ど
ん

な
医
師
な
ら
自
分
の
子
ど
も
の
命
を

預
け
ら
れ
る
か
」
を
常
に
考
え
て
い
る

と
い
う
中
西
啓
介
・
心
臓
血
管
外
科

准
教
授
は
、「
小
児
心
臓
外
科
医
と

昨 年までの５年間、私たちは、夏休みの高校生たちを医
療現場に受け入れてきました。

　生徒は、ふだんは入れない手術室で、医療者に近い目線
から手術を見学します。患者は新生児からお年寄りまで様々。
１０時間を超える手術もあり、時には想定外のトラブルも起き
ます。手術という生死を分ける真剣勝負に立ち会い、自分に
患者の命を預かる覚悟があるか、問うてもらいます。
　術後も合併症を警戒し、２４時間気の抜けない日が退院ま
で続きます。患者が元の生活に戻るまでが私たちの仕事で、
常に最新の知見を学び続ける努力も求められます。
　医療も時代とともに進歩を続け、これからも新たな薬や技
術が登場するでしょう。しかし、医療に携わる者に欠かせない

心は不変です。それは、目の前で苦し
む人を何としてでも助けたいと思う心だ
と、私は信じて疑いません。

心
臓
血
管
外
科

／
形
成
外
科

教室から天野教授に質問する生徒（県立金沢泉丘高校で）

講義内容が書き込まれたノート＝仙台第二高校（宮城）提供

信
頼
を
得
る
た
め
の
ツ
ー
ル
、心
と
心

を
つ
な
げ
る
必
要
条
件
な
ん
だ
ろ
う

ね
」
と
語
っ
た
。

　

治
療
だ
け
で
な
く
、
患
者
と
対
話

を
重
ね
て
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
と
説
く
天
野
教
授
。そ
の
モ
ニ
タ
ー

画
面
に
向
か
って
、
生
徒
は
「
参
考
に

な
り
ま
し
た
」
と
一
礼
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、安
楽
死
、困
難
に
立

ち
向
か
う
心
構
え
―
―
。こ
の
日
、17

人
の
生
徒
か
ら
出
た
質
問
に
対
し
、天

野
教
授
は
、あ
る
時
は
生
徒
に
問
い
か

け
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
た
。

希
望
の
光 

照
ら
す
務
め

　

順
天
堂
大
学
の
３
人
の
医
師
は
、

経
験
を
踏
ま
え
て
医
師
の
理
想
像
に

つ
い
て
話
し
た
。

　

心
臓
血
管
外
科
の
天
野
篤
教
授

は
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
格
差
、
貧

困
問
題
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ

う
な
新
興
感
染
症
の
出
現
な
ど
、
医

療
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
解
説
。
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
だ
が「
未
来

に
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や
再
生
医
療
、
新

し
て
考
え
る　
こ
れ
か
ら
の
医
療
と

は
？
」
の
題
で
講
義
。
手
術
日
の
動

画
を
見
せ
「
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。リ

ス
ク
の
高
い
場
合
で
も
、
必
ず
成
功
さ

せ
る
と
い
う
気
持
ち
で
や
る
」
な
ど
と

説
明
し
た
。「
１
ミ
リ
の
針
の
ず
れ
が
、

そ
の
子
の
一
生
を
決
め
て
し
ま
う
」
と

医
師
の
重
責
に
も
触
れ
、「
手
術
中
に

予
想
外
の
こ
と
が
起
き
て
も
落
ち
着

い
て
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
勉
強

と
経
験
を
重
ね
て
き
た
自
信
が
あ
る

か
ら
だ
」
と
話
し
た
。

　
形
成
外
科
の
田
中
里
佳
先
任
准
教

授
は
、
米
国
生
ま
れ
の
米
国
育
ち
な

が
ら
日
本
で
医
師
免
許
を
取
得
。
臨

床
の
ほ
か
、糖
尿
病
で
足
の
血
流
が
悪

く
な
り
、傷
が
で
き
た
患
者
の
治
療
に

細
胞
を
移
植
し
て
血
管
を
再
生
さ
せ

る
方
法
も
研
究
し
て
い
る
。「
一
人
の

医
師
が
生
涯
で
診
ら
れ
る
患
者
の
数

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、研
究
に
よ
って
一

つ
の
薬
を
開
発
で
き
た
ら
、
世
界
中
の

患
者
さ
ん
を
救
え
る
。
私
が
こ
の
世
に

存
在
し
て
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
良
か

っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
語
っ
た
。

天野 篤   順天堂大心臓血管外科教授

埼玉県出身。「冠動脈バイパス手術」の権威で、
２０１２年には当時の天皇陛下の手術も執刀した。手が
けた心臓手術は９０００件に迫る。２０年１０月、学校法
人順天堂理事。６５歳。

命
預
か
る
覚
悟 

問
う

中西啓介准教授磐城緑蔭高校（福島）＝学校提供２０１９年の高校生向け医療体験プログラム（順天堂医院で） 県立秋田高校（秋田）＝学校提供 田中里佳先任准教授

君
た
ち
が
こ
れ
か
ら

向
き
合
う
医
療
と
は
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長
崎
大
学

国
境
超
え 

限
界
に
挑
む

　
エ
イ
ズ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
い
っ
た

感
染
症
研
究
を
進
め
る
長
崎
大
学

は
、国
内
外
で
活
躍
し
て
き
た
６
人
が

講
義
し
た
。

　
病
院
検
査
部
長
の
栁
原
克
紀
教
授

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
現
状
と

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
の
題
で

講
義
し
た
。

　
効
果
的
な
治
療
薬
、ワ
ク
チ
ン
が
な

い
現
状
で
は
、
検
査
、
診
断
、
感
染

者
の
隔
離
が
重
要
に
な
る
と
言
い
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
一
部
自
動
化
な
ど
、
同

大
が
進
め
る
検
査
態
勢
の
拡
充
へ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
次
代
の
医

療
を
目
指
す
人
に
必
要
な
こ
と
と
し
て

「
新
し
い
も
の
を
理
解
、
吸
収
で
き
る

力
」「
自
分
で
考
え
る
力
」「
国
際
感

覚
」「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
」
を

上
げ
た
。

　
「
生
命
現
象
を
化
学
で
理
解
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
」
と
言
う

北
潔
教
授
は
、
電
子
工
学
、
生
化
学

を
経
て
寄
生
虫
学
に
至
っ
た
自
分
の

き
だ
と
し
て
、「（
専
門
性
の
）
国
境

を
超
え
て
み
よ
う
、自
分
の
限
界
を
超

え
て
み
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

国
内
外
の
緊
急
支
援
活
動
に
携
わ

る
山
本
太
郎
教
授
は
、
国
際
援
助
隊

の
一
員
と
し
て
２
０
１
０
年
に
出
向
い

た
ハ
イ
チ
で
の
活
動
を
「
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

大
地
震
と
コ
レ
ラ
大
流
行
に
見
舞

わ
れ
た
ハ
イ
チ
の
被
災
現
場
で
は
、
広

場
に
張
っ
た
テ
ン
ト
に
ベッ
ド
を
並
べ
る

と
い
う
劣
悪
な
状
況
下
で
診
療
に
当

た
り
、「
大
勢
の
重
症
患
者
を
ど
の
順

序
で
診
る
の
か
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら

れ
た
」
と
い
う
。

　
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を
研
究
す
る
南
保

明
日
香
教
授
は
「
ウ
イ
ル
ス
の
一
生
を

視
る
」
の
題
で
、
薬
の
開
発
に
つ
い
て

話
し
た
。

　
研
究
で
は
感
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ

る
た
め
、
細
胞
で
増
殖
で
き
な
い
よ
う

に
し
た
ウ
イ
ル
ス
粒
子
を
赤
い
蛍
光

色
で
光
る
よ
う
に
し
、一
方
、ウ
イ
ル
ス

粒
子
が
取
り
込
ま
れ
る
細
胞
の
膜
成

分
を
緑
の
蛍
光
色
で
光
ら
せ
、粒
子
が

細
胞
に
侵
入
す
る
際
の
動
き
を
特
殊

な
顕
微
鏡
で
観
察
。ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

を
ブ
ロッ
ク
す
る
物
質
が
感
染
を
抑
え

る
薬
に
な
る
と
み
て
、
複
数
の
大
学
や

研
究
所
と
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る

な
ど
が
あ
り
、今
後
も
出
現
リ
ス
ク
は

高
い
と
予
想
し
た
。

　

研
究
で
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
新
型
コ
ロ
ナ
研
究
用
の
動
物
モ
デ
ル

の
確
立
で
、
薬
の
効
き
な
ど
を
調
べ
る

医
学
部
／
熱
帯

医
学
研
究
所

研
究
史
を
た
ど
っ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
渡
り
寄
生
虫
病
を
研

究
し
た
こ
と
や
、
帰
国
後
に
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村

智
・
北
里
大
特
別
栄
誉
教
授
と
出
会

っ
た
こ
と
で
基
礎
研
究
か
ら
臨
床
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
語
っ

た
。
現
在
は
新
た
な
マ
ラ
リ
ア
薬
を
開

発
中
で
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ケ
ニ
ア
で

治
験
を
開
始
す
る
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
熱
帯
医
学
研
究
所
の
有
吉
紅こ

う

也や

教

授
は
、
英
国
や
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
タ
イ
や

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
で
14
年
間
、
エ
イ

ズ
や
肺
炎
の
治
療
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
を
話
し
た
。

　
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
病
院
で
は
、
入
院
患

者
の
３
割
以
上
が
エ
イ
ズ
末
期
と
い

う
厳
し
い
状
況
の
中
、「
聴
診
器
１
個

で
は
救
え
な
い
」と
痛
感
。
こ
の
体
験

を
基
に
、
現
場
で
の
治
療
だ
け
で
は
救

う
患
者
数
に
限
り
が
あ
る
と
し
て
、ウ

イ
ル
ス
の
本
格
的
な
研
究
を
始
め
た
。

健
康
格
差
の
な
い
世
界
を
目
指
す
べ

研
究
促
進
に
役
立
つ
と
い
う
。建
設
中

の
、
最
も
危
険
度
が
高
い
病
原
体
を

扱
え
る
「
Ｂ
Ｓ
Ｌ
（
バ
イ
オ
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
）
４
」
実
験
施
設
に

つ
い
て
も
概
要
を
説
明
し
た
。

県立金沢泉丘高校（石川）ではセミナー受講後、医療と社会のあり方を話し合った

ケニアにある長崎大拠点施設での感染症研究（同大提供）

立命館慶祥高校（北海道）＝学校提供長崎大では留学生らも感染症研究を行っている（同大提供） 南保明日香教授、北潔教授、安田二朗教授（左から） 講義後に和む講師ら県立金沢泉丘高校（石川）

と
述
べ
た
。

　

安
田
二
朗
教
授
は
、

１
９
７
０
年
以
降
に
発

生
し
た
感
染
症
（
新
興

感
染
症
）
が
、ウ
イ
ル
ス

関
連
だ
け
で
も
現
在
約

30
種
類
に
上
り
、
そ
の

多
く
が
人
獣
共
通
感
染

症
だ
と
説
明
し
た
。
こ

う
い
っ
た
感
染
症
の
出

現
の
背
景
に
は
、
環
境

破
壊
や
地
球
規
模
で
の

人
や
物
資
の
流
通
拡
大

■
コ
ロ
ナ
に
恐
怖
を
抱
き
な
が
ら

も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
っ
て
い
る
か

立
命
館
高
校（
京
都
）２
年
生

●
有
吉　
エ
イ
ズ
の
治
療
が
難
し
か

っ
た
時
代
に
、
患
者
に
使
っ
た
注
射

器
を
間
違
っ
て
自
分
に
刺
し
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
い
う
恐
怖
は
あ
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
は

二
つ
。
一
つ
は
、人
を
助
け
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち『
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
』。

二
つ
目
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
あ
れ

ば
感
染
し
な
い
、
と
い
う
専
門
家
と

し
て
の
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
。
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
創
業
者
の
ビ
ル
・
ゲ
イ

ツ
氏
も『
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て

も
サ
イ
エ
ン
ス
が
な
け
れ
ば
何
も
で

き
な
い
』と
言
っ
て
い
る
。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
方
病
院
を
見
た

こ
と
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
生
活
環

境
を
改
善
し
な
い
と
病
気
は
減
ら
な

い
と
感
じ
た
が
、
先
生
は
ど
う
思
う

か江
戸
川
学
園
取
手
高
校（
茨
城
）２
年
生

●
山
本　

そ
の
通
り
。
医
療
の
あ

る
部
分
は
し
っ
か
り
し
た
経
済
の
上

に
成
り
立
つ
が
、
経
済
が
豊
か
で
な

く
て
も
健
康
を
達
成
で
き
る
の
も
事

実
。
貧
し
い
人
に
こ
そ
最
高
の
医
療

を
提
供
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と

い
う
主
張
も
あ
る
。

■
研
究
で
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
が

思
い
つ
く
と
き
は
、
ど
う
い
う
考
え

方
を
し
て
い
る
の
か

県
立
金
沢
泉
丘
高
校（
石
川
）３
年
生

●
北　
い
つ
も
、
そ
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
こ
と
が
大
切
。
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
・

北
里
大
特
別
栄
誉
教
授
は『
プ
リ
ペ

ア
ー
ド
マ
イ
ン
ド
』（
心
の
準
備
）が

な
け
れ
ば
、
良
い
デ
ー
タ
が
出
て
も

素
通
り
し
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
で
未
来
を
創
る

 

感
染
症
に
立
ち
向
か
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
達
の
挑
戦 
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技
術
革
新
へ
学
部
連
携

　

医
学
と
工
学
の
融
合
で
新
た
な
技

術
革
新
を
目
指
す
東
北
大
学
で
は
、

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）や
ゲ
ノ
ム（
全
遺
伝

情
報
）医
療
を
テ
ー
マ
に
、３
人
の
専

門
家
が
未
来
の
医
療
を
語
っ
た
。

　
「
眼
底
写
真
か
ら
、
体
の
中
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。
眼
科
の

中
澤
徹
教
授
は
、
目
の
血
管
の
様
子

か
ら
、年
齢
、性
別
、血
圧
や
喫
煙
歴

と
い
っ
た
体
の
情
報
を
、Ａ
Ｉ
で
推
測

で
き
る
と
説
明
し
た
。
特
に
、日
本
人

の
病
気
に
よ
る
失
明
原
因
１
位
の
緑

内
障
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
診
断
を
研
究
中

で
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
検
査

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
、
年
度
内
に
完
成

さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
数
学
科
の
大
学
院
を
出
て
医
学
部

に
入
り
直
し
、
産
婦
人
科
医
と
な
っ
た

木
村
芳
孝
名
誉
教
授
は「
命
と
は
何

か
と
考
え
な
が
ら
数
学
を
続
け
て
き

た
」
と
、
医
療
Ａ
Ｉ
研
究
に
進
ん
だ
経

緯
を
話
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
ら
学
ぶ「
デ
ィ

ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
層
学
習
）」の

仕
組
み
を
解
説
し
、さ
ら
に
進
歩
さ
せ

た
Ａ
Ｉ
を
工
学
部
と
共
同
で
開
発
中

だ
と
話
し
た
。
こ
の
研
究
は
認
知
症

や
胎
児
診
断
な
ど
で
の
活
用
が
可
能

と
し
、「
医
学
部
の
学
生
ら
と
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
作
り
、
第
二
の
グ
ー
グ
ル

を
目
指
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
医
学
や

大
学
の
枠
を
超
え
た
新
た
な
挑
戦
も

紹
介
し
た
。

　

医
師
で
は
な
く
統
計
学
を
専
門
と

す
る
田
宮
元げ

ん

教
授
は
、
ゲ
ノ
ム
を
使

っ
た
未
来
型
医
療
に
つ
い
て
講
義
し

た
。
15
万
人
の
遺
伝
子
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン

ク
計
画
を
挙
げ
、
健
康
診
断
の
遺
伝

子
分
析
か
ら
病
気
に
な
る
可
能
性
を

予
測
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
る
予

防
医
療
を
目
指
し
て
い
る
と
明
か
し

た
。「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
処
理
す

る
に
は
、Ａ
Ｉ
が
必
須
に
な
る
」
と
強

調
し
、
同
大
学
が
医
療
Ａ
Ｉ
の
人
材

育
成
を
重
点
的
に
行
って
い
る
こ
と
も

紹
介
し
た
。

　

第
１
部
の
講
義
後
、
生
徒
た
ち
は

東
北
大
学

東北大学医学部長のメッセージに聞き入る生徒たち＝吉祥女子高校（東京）提供

生徒の質問に答えた（左から）津田、荒木、佐渡、小林医師

磐城緑蔭高校（福島） 吉祥女子高校（東京） 県立青森高校（青森）渋谷教育学園渋谷高校（東京） 仙台第二高校（宮城）＝写真はいずれも学校提供

医
学
部

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、東
北
大
病
院

の
医
師
や
同
大
医
学
部
の
学
生
ら
に

自
由
に
質
問
で
き
る
懇
談
会
に
参
加

し
た
。「
若
手
医
師
と
の
懇
談
会
」で

新 型コロナウイルスによって大きな被害が出ている。世界的な
大流行の背景には、グローバル化、地球上の人類の急増と、

それに伴う都市化の問題といった様々な要因がある。飛躍的な発展
を遂げた自然科学は、診断技術、治療薬、ワクチンなどの開発に大
きく貢献したが、それだけでは根本的な問題の解決に至らない。社

会学を含めた人文科学など、もっと広い、様々な視
点から問題を考えること、どうしたらより安全な社
会、レジリエントな（＝回復力のある）社会を作っ
ていけるかを将来にわたって考えていくことが必要
だ。皆さんの若い力を大いに期待している。

コ ロナが世界中で猛威をふるっている。人類
にとって、１９１８年に発生したスペイン風

邪以来の大規模な感染症で、感染症による巨大
な危機「感染症メガクラスター」と言っても過言
ではない。発生原因は動物とみられていることか
ら、対処の仕方は二つが考えられる。一つ目は、
ワンヘルスアプローチ、単に医学で人の健康だけ
を考えるのではなく、動物や環境、地球規模です
べてを考えてアプローチするという方法。二つ目
はスーパーコンピューターなどを使いＡＩ技術を活
用する方法。総合大の東北大では、この二つの
方法に基づく医学を、医学部だけでなく、加齢医
学研究所から農学、工学部まで学内全体が連携し

て、世界をリードする研究を進
めている。みなさんが、病に苦
しむ多くの人を救う医師や研究
者になることを願っている。

新
型
コ
ロ
ナ
専
門
家
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

は
、
初
期
研
修
中
の
医
師
２
人
と
同

大
病
院
の
卒
後
研
修
セ
ン
タ
ー
に
所

属
す
る
教
員
医
師
２
人
に
対
し
、
生

徒
約
20
人
が
質
問
し
た
。

押谷 仁 教授
政府の感染症対策分科会構成員

賀来 満夫 名誉教授
日本野球機構とＪリーグが設置した対策会議
の専門家チーム座長

Ａ
Ｉ
、
ゲ
ノ
ム
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

未
来
の
医
療
を
変
え
る

■
医
師
は
忙
し
い
と
聞
き
く
が
、
実

際
は
ど
う
か�

お
茶
の
水
女
子
大
学

附
属
高
校（
東
京
）２
年
生

●
卒
後
研
修
セ
ン
タ
ー
の

外
科
医
・
小
林
実

　
外
科
で
は
、
術
後
の
状
態
が
悪
い

時
は
呼
び
出
さ
れ
て
忙
し
く
な
る
。

で
も
、
や
り
が
い
は
あ
る
し
、
夏
休

み
は
し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
。（
質
問

に
医
師
た
ち
か
ら
笑
い
）

■
医
師
に
な
っ
た
と
感
じ
た
瞬
間
が

あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い

吉
祥
女
子
高
校（
東
京
）２
年
生

●
初
期
研
修
２
年
目
の
佐
渡
恵
奈

　
緊
急
呼
び
出
し
で
病
院
に
一
番
目

に
駆
け
つ
け
た
時
。
上
級
医
が
誰
も

い
な
い
状
況
で
、
あ
の
時
、
学
生
か

ら
医
師
に
近
づ
い
た
と
思
っ
た
。

●
研
修
１
年
目
の
荒
木
俊
一

　
医
師
初
日
に
、
国
家
試
験
の
知
識

だ
け
で
は
患
者
は
診
ら
れ
な
い
と
気

づ
い
た
時
。
試
験
に
合
格
し
た
か
ら

と
い
っ
て
医
師
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
、と
感
じ
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
は
ど
う

あ
る
べ
き
か

県
立
大
島
高
校（
鹿
児
島
）１
年
生

●
小
林

　
（
青
森
県
五
戸
町
で
の
診
療
体
験

を
語
り
）地
方
で
は
、
専
門
外
の
病

気
も
診
る
こ
と
に
な
り
、
幅
広
い
知

識
と
技
術
が
欠
か
せ
な
い
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
な
ど
、
医
師
の
学

び
方
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
医
学
は
日
進
月
歩
。
医
師
に
な
っ

て
か
ら
が
大
変
だ
と
聞
く
が
、
ど
れ

ぐ
ら
い
勉
強
し
て
い
る
か

県
立
大
分
豊
府
高
校（
大
分
）２
年
生

●
同
セ
ン
タ
ー
の
眼
科
医
・
津
田
聡

　

そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
、

色
々
な
勉
強
会
が
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア

に
合
わ
せ
て
勉
強
で
き
る
。
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クリティカルケア
生命が危機的な状況の
患者さんに行われる集中
的な治療と看護のこと。
患者さんの状態が急変す
る可能性に備えて、継続
的なモニタリングを行う。

革
新
的
技
術
が
ひ
ら
く 

明
日
の
医
療Edwards、エドワーズ、Edwards Lifesciences、エドワーズライフ

サイエンスおよび定型化されたEロゴは、Edwards Lifesciences 
Corporation またはその関係会社の商標です。その他のすべての商標
はそれぞれの商標権者に帰属します。©2021 Edwards Lifesciences 
Corporation. All rights reserved. EW2021019

本社：東京都新宿区西新宿 6丁目10番1号 
Tel. 03-6894-0500  edwards.com/jp

医
療
の
仕
事
に
は
、
医
師
や
看
護
師
の
よ
う
な
臨
床
の
仕
事
を
は
じ
め
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
革
新
的
な
技
術
開
発
に
よ
っ
て
医
療
現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
想
う
気
持
ち
を
原
動
力
に
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
仕
事
に
責
任
と
熱
意
を
持
っ
て
、
日
々
働
い
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
８
年
、
エ
ド
ワ
ー
ズ

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
創
始
者

で
あ
る
マ
イ
ル
ズ
・
ロ
ー
ウ
ェ

ル
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、
60
歳
で

人
工
心
臓
の
開
発
を
志
し
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
を
リ
タ
イ

ア
し
て
自
宅
の
裏
庭
に
小
さ

な
研
究
室
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。電
気
技
師
と
し
て
数
々
の

発
明
に
成
功
し
て
い
た
エ
ド
ワ

使
命
感
の
も
と
行
動
し
て
い
ま
す
。
製
品
の
製
造
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
が

か
か
わ
る
す
べて
の
工
程
に
お
い
て
質
の
高
い
仕
事
を
安
定
し
て
続
け
る
こ

と
。
そ
し
て
医
療
を
変
革
す
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
生
み
出
し
、
医

療
従
事
者
と
と
も
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
。

そ
れ
が
患
者
さ
ん
を
救
う
道
へつ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　医療にかかわる仕事は、医師や看護師、技師、薬
剤師など臨床で活躍する形に加えて他にも様々な可
能性があると思います。私は今、最新の医療技術を
提供する企業で医療従事者を支え、医療従事者とと
もに患者さんの健康・医療にかかわる仕事をしてい
ます。
　最初は医師を目指して日本で医学部に入学し、卒
業後は麻酔科医として仕事をしました。患者さんと1
対1で向き合う日々は充実していましたが、政策や経
営面の知識を身につけて、さらに多くの患者さんに
広くかかわりたいと考えるようになり、米国にわたっ
て、ビジネススクールで経営学修士（MBA）を取得し
ました。その後、企業経営コンサルタントの仕事に就
き、様々な病院を見て回る機会がありました。その際
に医療機器を作る仕事に関心を持ち、現在に至って
います。
　エドワーズライフサイエンスは、革新的な医療技
術を開発することで、患者さんの手術負担を軽減し、

外科弁膜症治療
弁膜症で悪くなった心臓弁を、
開胸して人工弁と取り換えるな
どして治療する。

経カテーテル 
弁膜症治療
開胸することなくカテーテルで
人工心臓弁を留置し、治療す
る。日本では2013年にエドワー
ズライフサイエンスが初めて国
内に導入した。

エドワーズは主に弁膜症治療用製品と
クリティカルケア製品を扱っています。
心臓弁に異常が生じる弁膜症は、心機
能を低下させ、心不全につながるなど
患者さんの生活の質を著しく低下させま
す。薬では根治しないため、人工弁への
置換など治療が必要になります。
クリティカルケアでは、手術中や手術前
後の患者さんの循環の状態を監視し、
医師の治療方針の決定をサポートする
ためのモニターなどを扱っています。

■ エドワーズが扱う製品

医療機器が患者さんに届くまでには様々なプロセスが
あります。製品の開発から承認のための手続きや安全
確認を経て、初めて治療に使われるようになります。製
品が臨床使用されるようになった後も、製品の安全性
確認など、様々な工程が患者さんの安全を支えます。
医療機器メーカーでは、それぞれの専門家が各過程
において、責任をもって仕事に従事しています。

■ 医療機器が患者さんに届くまで

▶人工心臓弁を見つ
める創始者エドワーズ

▼世界初の製品化に
成功した人工心臓弁

（1960）

人工心臓弁

血行動態モニター

P R

エドワーズライフサイエンスは、構造的心臓病とクリ
ティカルケアモニタリングに関する患者さん中心の
医療イノベーションの世界的リーダーです。患者さん
を助けたいという情熱を原動力に、世界のヘルスケ
アの現場で医療従事者や関係者とのパートナーシッ
プを通じて、生活の改善と向上
に取り組んでいます。現在、世界
100か国以上で弁膜症治療用製
品、クリティカルケア製品分野での
リーダー的役割を担っています。

経カテーテル生体弁

担当する製品のすべての過程に
かかわり、販売前の手続きから医療
従事者向けツールなどの制作まで、幅広い領域で活動する。

マーケティング

医療従事者の習熟が必須な医
療機器を安全に使用してもらうために、
トレーニングをサポート。手術室への立ち合いを行うこともある。

クリニカルフィールド
スペシャリスト

医療従事者に対する製品の紹介や
提案、販売を行う。また、製品に関する
情報提供、治療に最適な製品選択のサポート等も行う。

営　業

万が一製品に不具合が見つ
かった場合、迅速な情報収集と
対応を行う。体内に植え込んで使用する製品などは
どの患者さんに使用されているかがわかる仕組みに
なっており、製造販売後の安全管理を徹底している。

安全管理

ー
ズ
が
、
心
臓
の
病
を
持
つ
人
々
を
救
い
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
10
代
の
頃
に
、
心
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ウ
マ
チ
熱
を
患
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
心
臓
外
科
医
の
助
言
を
受
け
て
人
工

心
臓
弁
の
開
発
へ
転
向
。
１
９
６
０
年
に
、
世
界
で
初
め
て
人
工
心
臓
弁

の
製
品
化
に
成
功
し
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
今
の
心
臓
弁
膜
症
治
療

の
礎
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
60
年
以
上
に
わ
た
り
弁
膜
症
治
療
分
野
の

▲ ここまでの過程を経て、ようやく患者さんのもとへ届けられ、治療に使用されます

製品が規格通りに
作られているか、また
製造から臨床使用までの過程が、規定
通りに運用されているかを管理する。

品質保証

出荷前製品の品質
チェックや、日本国内に
製品を安定供給するため、在庫を調整する。

サプライ　
チェーン

製 品 を
必要とする
全ての患者さんが使用できる
よう、保険適用対象とするた
めに行政と折衝する。

ガバメント
アフェアーズ

製品が治療に有効
で、患者さんに安全に
使用できることを示す資料を作成し、日本
で使用できる製造販売承認を取得する。

薬　事

製
品
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
絶
え
間
な
く
技
術
革
新
を
重
ね
て

現
在
、
弁
膜
症
治
療
用
製
品
と
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
製
品
分
野
に
お
け
る

世
界
的
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
社
員
は
「
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
が
、

最
終
的
に
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
一
助
と
な
る
」
と
い
う

エドワーズライフサイエンス米国本社コーポ
レートバイスプレジデント日本・アジアパシフィッ
ク担当、日本法人代表取締役社長

ケイミン・ワング
1993年エドワーズ（当時のBaxter International）
入社、日本における腎臓部門の製品・療法開
発部長、心臓血管製品事業部長、バクスター
株式会社代表取締役等を務める。入社前は
McKinsey＆Company他で企業コンサルティン
グに従事。それ以前は慶應義塾大学病院で麻
酔科チーフレジデントとして勤務。鹿児島大学医
学部卒業、シカゴ大学経営学修士取得。

治療後の生活の質がより良くなる一助となることを
目指しています。「患者さんを助けたい、患者さんの
健やかな日常を取り戻したい」という思いは、臨床現
場の医療従事者と一緒です。
　時代とともに、医療でもAI やデジタルの活用が一
層進むでしょう。医療へのかかわり方も、今以上に多
様化、高度化することが予想されます。医療を志す高
校生のみなさんは、常に「患者さんのために」という
気持ちを大切にし、そのために何ができるのか、可能
性を限定せず、様々な挑戦をして欲しいと願っています。

新しい製品が患者さんの治療に効果的で、安全に
使えることを確認するための試験（治験）を行う。また、新
しい製品が臨床で安全に使われているかを確認する市販後調査などを行う。

製品開発
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研究開発
※エドワーズは海外拠点で実施

製品の製造
※エドワーズは海外拠点で実施

臨床開発製造販売承認の
申請・取得

保険適用の
申請・取得

品質チェック・
出荷可否判定

製品を安全に
臨床導入する準備・販売治療に使用

https://www.edwards.com/jp/
https://www.edwards.com/jp/


卒業後も応援 富士OB 会 高校と連携したサポート

全国主要都市に直営校 富士学院は、教育の原点である ＂教え育む＂ 指導を実践しています。
今、コロナ禍で医療現場は大変な苦労と緊張を強いられています。

そんな中で医療現場が必要とするのはどういう人材でしょうか。
医学部受験は就職活動に直結します。生徒一人ひとりを医学部合格へ導くだけでなく、

真の自覚・自立を促し将来の良医へと導く、
富士学院の ＂教え育む＂ 教育の取り組みを紹介します。

■ 合格生徒へ 
「大学別情報ファイル」
　富士学院で合格を果たした生徒
には、進学する大学の「入学情報
ファイル」がプレゼントされます。こ
の情報ファイルには大学生活を始め
る上で、役に立つ情報が満載です。

■ OB 会報誌『YELL』を発行
　年に2回OB会報誌『YELL』を発行しており、富士学院のOB
医師や医大生の近況や医療業界の情報、その他OBにとって、
プラスとなる情報などを提供しています。

現
役
合
格
を
目
指
す

　

富
士
学
院
は
、
全
国
主
要
都
市

に
直
営
校
９
校
舎
を
運
営
す
る
医
学

部
受
験
に
特
化
し
た
専
門
予
備
校
で

す
。

　

創
立
以
来
、
真
面
目
に
そ
し
て
実

直
に
“
生
徒
を
合
格
に
導
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
”

 

“
生
徒
を

成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
”
を
常
に
考
え
て
行
動
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に
“
我
々

が
で
き
る
事
は
何
な
の
か
”
そ
し
て
そ

の
で
き
る
事
を
一
つ
ひ
と
つ
増
や
し
て

い
く
事
を
含
め
、こ
こ
ま
で
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
現
役
合

格
を
目
指
す
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
一
環

と
し
て
行
って
い
る
「
校
内
医
学
部
入

試
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。
全
国
の
高
等

学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
学
生

や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
、
各
学
校
に
て
無
料
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、昨
年
度

の
医
学
部
入
試
総
括
と
現
状
を
解
説

し
、そ
の
後
に
面
接
や
小
論
文
の
重
要

性
や
、
出
願
先
の
選
定
を
含
む
合
格

未
来
の
良
医 

教
え
育
む

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
成
績
開

示
デ
ー
タ
や
合
格
事
例
を
通
し
て
解

説
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
医
師
に
な

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、
医
師
の
仕

事
の
す
ば
ら
し
さ
や
、
や
り
が
い
な
ど

の
講
義
を
通
じ
て
、
勉
強
や
医
学
部

受
験
に
向
け
て
の
意
識
付
け
も
行
って

い
ま
す
。

　
開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
次

の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
入
試
が
近
づ
く
中
、
思
う
よ

う
に
成
績
が
上
が
ら
ず
不
安
が
募
る

ば
か
り
で
、一
番
大
切
な
『
医
師
に
な

っ
て
人
を
助
け
た
い
』
と
い
う
思
い
よ

り
も
『
受
か
り
た
い
』
と
い
う
思
い
の

方
が
強
く
な
って
い
た
。
お
話
を
聞
い

て
、
絶
対
に
医
師
に
な
る
と
い
う
誰
に

も
負
け
な
い
気
持
ち
を
思
い
出
し
た
。」

（
高
校
3
年
生
）。「
子
ど
も
は
小
さ

い
頃
か
ら
病
院
に
通
う
こ
と
が
多
く
、

自
然
と
『
医
者
に
な
り
た
い
』
と
口
に

出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
充
分
に
知
っ
て
い
る
と
は

思
う
が
、勉
強
だ
け
で
な
く
心
構
え
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
、も
う
一
度
強
く

感
じ
た
。」（
保
護
者
）。

　

最
近
で
は
保
護
者
や
教
職
員
の
参

加
も
多
く
な
って
お
り
、
い
ず
れ
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

高
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し

て
は
、
他
に
も
「
医
学
部
入
試
研
究

会
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
高
校
の
進

路
指
導
担
当
の
先
生
方
を
招
い
て
開

催
す
る
、
医
学
部
入
試
に
つ
い
て
の
勉

強
会
で
す
。「
今
年
度
の
医
学
部
入

試
の
総
括
」「
最
新
医
学
部
入
試
の

情
報
と
変
更
点
」「
面
接
試
験
の
捉

え
方
」「
生
徒
への
意
識
付
け
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
勉
強
会
を
行
って
い
ま
す
。
ま

た
成
績
開
示
デ
ー
タ
や
実
際
の
合
格

事
例
な
ど
を
も
と
に
、
偏
差
値
だ
け

で
は
計
れ
な
い
医
学
部
入
試
の
難
し

さ
や
特
徴
な
ど
の
解
説
も
行
って
い
ま

す
。
勉
強
会
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は

先
生
同
志
で
活
発
な
意
見
交
換
も
行

って
お
り
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら

は
非
常
に
有
意
義
な
勉
強
会
で
あ
っ

た
と
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

卒
業
後
も
続
く
絆

　
医
学
部
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

医
師
に
な
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

富
士
学
院
に
は
卒
院
生
で
作
る「
富
士

Ｏ
Ｂ
会
」
が
あ
り
、
医
学
部
合
格
後

も
末
永
く
、
医
師
人
生
を
実
り
の
多

い
も
の
に
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
行

っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
は
２
０
０
７
年

に
発
足
し
、現
在
医
師
２
２
２
人
、医

大
生
な
ど
６
１
２
人
の
合
計
８
３
４
人

■ 校内医学部入試セミナー
　全国の高校からの依頼を受けて、富士学院の講
師が学校に出向いて行うセミナーです。2020年は
新型コロナウイルスの影響で中止になったりWEB
開催となった学校もありましたが、実施校の数は
11月30日現在30校近くに上ります。最近では保
護者や教職員の参加も多くなっています。

■ 医学部入試研究会
　高校の進路指導の先生方を招いて開催する医学
部入試のための勉強会です。2019年の参加校は
100校を数えます。最新の医学部入試情報や面接
試験についてなどの、多岐にわたる勉強会を行っ
ています。

（
２
０
２
０
年
４
月
現
在
）
が
会
員
と

し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｂ
会
の
目
的
は
大
き
く
分
け
る

と
４
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
Ｏ
Ｂ

生
が
医
学
部
に
入
学
後
、
医
大
生
と

し
て
充
実
し
た
６
年
間
を
送
れ
る
よ

う
に
応
援
し
て
い
く
。２
つ
目
は
、Ｏ
Ｂ

生
が
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
将

来
「
良
医
」
と
し
て
活
躍
が
で
き
る
よ

う
に
応
援
し
て
い
く
。
３
つ
目
は
、
命

と
向
き
合
う
大
事
な
役
割
を
担
う
Ｏ

Ｂ
医
師
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
仕

事
に
と
り
組
め
る
よ
う
、
ま
た
や
り
が

い
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
の
Ｏ
Ｂ
医
師
を
応
援
し

て
い
く
。
そ
し
て
４
つ
目
は
、
Ｏ
Ｂ
会

を
通
し
て
医
療
業
界
全
体
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
現
状
で
は
ま
だ
小
さ
な
会
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
Ｏ
Ｂ
が
増
え
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、大
学
や
診
療
科
目
の

垣
根
を
越
え
て
、
こ
の
４
つ
の
目
的
を

し
っ
か
り
と
達
成
し
て
い
け
る
組
織
を

構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳しくはHPで▶www.fujigakuin.jp
医学部受験に関するご相談随時受付中

全国主要都市に直営校9校舎 2021年春 京都校開校
東京御茶ノ水校  東京十条校  名古屋校  京都校  大阪校  岡山校  広島校  福岡校  鹿児島校

■ 全ての校舎  いつでも利用
　富士学院は現在、東京御茶ノ水校、十条校をはじめ、
全国主要都市に直営校舎を運営しており、2020年11
月には個別指導専門の進学塾「広島校」が開校。さら
に2021年春には京都校を新たに開校します。
　直営校であることで、様々なスケールメリットが生か
せ、例えば医学部入試や生徒に関する様々な情報が校
舎間で共有でき、現場で生かすことができます。地元
だからこそ取れる最新の入試情報もすばやく共有し、
即指導に生かせます。また生徒情報も共有できている
ため、生徒はどこの校舎に行っても自学習室が利用で
き、空いている講師にも質問することが可能です。
　特に受験期間中は受験する大学のスケジュールの関
係で、全国を移動することもありますが、富士学院で指
導を受けている生徒は、富士学院の全ての校舎をいつ
でも利用でき、自学習や質問対応のみならず、直前の
面接指導なども受けることができます。

安心の
セキュリティ
　全校舎に寮を完備。防犯カメラの設置、オート
ロック機能付で、セキュリティ面も安心です。男子
寮・女子共にワンルームタイプの個室で、生活・勉
強に必要な家電や家具が一式そろっていますの
で、入寮後すぐに勉強をスタートできます。※校舎
によって内容が異なります。

お役立ち情報満載！
大学に入学する前に“心構え”としてぜひ知ってほしい
情報、知ることにより大学生活を更に有意義に送ること
ができる情報など、大学とＯＢ会員の協力を得て作成し
ています。

充実の設備  食堂完備
　各校舎内や校舎の近くに、現役生など
の来院生も利用できる学院専用食堂を完
備しています。専門の栄養士が栄養管理
に配慮した美味しい食事を、土日を含めて
毎日３食提供します。月に一度は料理長自
慢のお楽しみメニューの日があり、生徒達
の大きな楽しみのひとつになっています。
※校舎によって内容が異なります。

受験に向けた意識付けに
参加校の進路指導担当の先生からは、単に医学部に合
格するための知識や情報だけではなく、「医師になること」
の意味について、生徒が自ら考えるまたとない機会になっ
たなど、コメントが寄せられています。

医学部入試を徹底分析
2020年はコロナ禍の中、三密回避
を徹底し、80校以上が参加しました。

富
士
学
院
の
実
践

P R
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　高校生向け医療体験プログラムは2015 年、
順天堂大学心臓血管外科の天野篤教授が主
導してスタートし、17 年から大阪大学心臓血管
外科も生徒受け入れを開始。20 年には自治医
科大学と連携した企画が新たに始まり、プログラ
ムは三菱みらい育成財団の助成事業に選ばれ
ました。セミナーは、この一環として5 大学医学
部などの協力を得て実施しました。

臨床と研究の両立について、順天堂大の
田中先任准教授は「最も大変な点は時間
のバランスで、睡眠やプライベートな時
間が削られる」と話した。仕事に対する強
い意志があるからこそ、成果が生まれる
のだろう。
� 都立南多摩中等教育学校（東京）５年

私は患者の家族として不安な気持ちを経
験したが、順天堂大の中西准教授から「常
に自問自答して、親の立場になって治療
にあたる」といった現場意識の話を聞き、
患者に寄り添う医師のありがたさが身に
しみた。� 県立青森高（青森）２年

「患者の死を乗りこえながら成長する」と
いう澤教授の言葉が胸に刺さった。無力
感や悔しさは計り知れないはずだが、死
を見届ける医師もいる。死に慣れること
が起こりうることを、怖いと思った。

県立神戸高（兵庫）１年

タブレット型端末を使った東京医科歯科
大の新型コロナ患者のリハビリは、現代
にぴったり。看護師志望なので、多職種
連携の話は参考になった。様々な分野の
医師と関わり、患者をサポートしたい。
� 県立読谷高（沖縄）３年

ＡＩと人間が協力して医療を担う時代が、
想像していたよりもずっと早く来ていると
実感した。東北大の講義を聴きながら、
自分が地域医療を担う医師になって、ＡＩ
を使いこなす姿を想像した。
�  県立宮崎西高（宮崎）２年

長崎大の国際的な医療問題の話で『貧し
いからといって医療で妥協してはいけな
い。貧しい人にこそ最高の医療を』という
言葉が心に響いた。将来は、災害地や貧
困地域など、最も医療を必要としていると
ころで働きたい。
学芸大学付属国際中等教育学校（東京）５年

「勉強は、やればできると思った時点で手
遅れ」という順天堂大の天野教授の言葉
に、頭をガツンと殴られた気がした。苦
手教科を後回しにしてきた自分を反省し、
教授のアドバイスをすぐに実行しようと
思った。� 仙台第二高（宮城）２年

最先端の医療現場には、医師だけでなく
診療看護師や臨床工学技士など様々な専
門家がいることがわかり、興味深かった。
医師の指示の下、一般の看護師より幅広
い診療行為ができる診療看護師は、地方
で今後重要になりそう。
� 市川高（千葉）２年

筋力が落ちて歩くこともままならないコ
ロナ患者の動画が、非常に衝撃的で記憶
に残った。病院で実際に、この病気に立
ち向かう医療従事者の方々の話を聞く機
会を得られたことは、本当に貴重な経験
になった。� 県立浦和高（埼玉）３年

新型コロナ治療で、命の選別を巡る質疑
応答は、とても興味深く、考えさせられた。

「患者を選ばなければならない状況を、
防ぐ努力が必要」といった話は、現場に立
ち会った医療従事者だからこそ言える内
容だった。
� 智学館中等教育学校（茨城）４年

生まれも育ちも長崎だが、こんなに身近
な場所で、先進的、革命的な研究が行わ
れていることをセミナーで初めて知り、
興味がわいた。感染症の特効薬の開発や
途上国での医療に、いずれ何らかの形で
携わり貢献したい。�
� 県立長崎西高（長崎）２年

自ら感染する恐れのある病気に、医師は
どんな気持ちで立ち向かうのか、知りた
かった。人を助けたい強い思いと科学的
な知識を持ち、適切な対策をとれば、恐
怖に打ち勝てるという、長崎大の有吉教
授の話が心に残っている。
� 札幌南高（北海道）２年

海外での医療現場で医学以外に必要なも
のは、語学や仲間意識で、「研究は様々な
バックグラウンド（背景）を持った人々が
集まって行うと、一番成果をあげることが
できる」という話は、参考になった。

立命館高（京都）２年

「他人の血を見て怖くないか」という質問
に、東北大の医学部生が「時々怖いが次
第に慣れてくる」と答えたのを聞いて、と
ても安心した。他人の血や傷を見るのが
怖い私でも、何とか臨床医になれそうな
気がしてきた。
� 県立秋田高（秋田）１年

ヒトゲノムのようなビッグデータの分析
は、人間の能力では到底無理で、ＡＩ（人
工知能）などをうまく利用する必要がある
ことが、よく分かった。治療のほか、ＡＩを
発展させる研究にも積極的に協力してい
きたい。
�  県立川越女子高（埼玉）１年

ＡＩとビッグデータを活用する東北大の医
療に、未来を感じた。母が心筋梗塞で亡
くなり、臨床第一の医師になると決意し
たが、東北大のセミナーを聴き、心臓病
の予防研究にも興味がわいた。

高崎商科大学附属高（群馬）2年

ＡＩを活用する医療が進化したら、医師の
仕事はどうなってしまうのか気になってい
た。でも、今と変わらないだろうという天
野教授の話を聞き、人の心に寄り添える
のは人しかいないと、改めて感じた。

渋谷教育学園渋谷高（東京）１年

モチベーションを保つ秘訣について順天
堂大の天野教授が「愛と情熱」と答えた
のが印象に残った。「医学部に入学するこ
とがゴールではない」という言葉に、すご
く納得した。� 森村学園高（神奈川）２年
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参加した生徒の声

◇開催日
■ 第１回…2020 年 9月26日（土）
　 大阪大学心臓血管外科
　 東京医科歯科大学・附属病院
■ 第 2 回…10月3日（土）
　 長崎大学医学部・熱帯医学研究所
　 順天堂大学心臓血管外科・形成外科
■ 第 3 回…10月10日（土）
　 東北大学医学部

◇参加延べ人数と地域
北海道（31）

東北
（212）

関東
（879）

中部
（123）

関西
（153）

中国
（119）

四国（1） 九州
（161）

海外（5）

計
1684人

オンラインセミナー「Withコロナ 未来の医療を創る君へ」

https://kyoiku.yomiuri.co.jp/iryou/



